
来
来
米
紹
介
来
来
楽
来
楽
楽
米
米
米
米
米
米
米
米
米

三
杉
和
章
・
杉
田
暉
道
共
編

「
横
浜
と
医
学
の
歴
史
」

横
浜
の
医
学
史
を
扱
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
単
行
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
横

浜
市
立
大
名
誉
教
授
の
三
杉
氏
と
、
同
大
医
学
部
で
長
く
教
鞭
を
と
ら

れ
た
仏
教
医
学
で
お
な
じ
み
の
杉
田
氏
の
共
同
編
集
に
か
か
る
労
作
で

あ
る
。編
者
執
筆
の
「
は
じ
め
に
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
同
市
大
が
一
般
教

育
の
主
要
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
行
っ
て
い
る
十
五
余
り
の
総
合
講
義

の
記
録
を
順
次
刊
行
し
つ
つ
あ
る
．
般
教
育
の
ひ
ろ
ば
」
シ
リ
ー
ズ

の
十
二
冊
目
だ
と
い
う
。

編
集
に
あ
た
っ
て
討
議
す
る
う
ち
に
、
単
な
る
記
録
と
し
て
で
は
な

く
、
日
本
の
近
代
医
学
の
歴
史
の
中
で
横
浜
が
果
た
し
て
来
た
役
割
に

視
点
を
置
い
て
ま
と
め
た
ほ
う
が
、
横
浜
市
大
が
刊
行
す
る
本
と
し
て

の
特
色
が
出
せ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
に
変
っ
て
、
執
筆
者
総
数
十

五
人
を
越
え
る
本
書
が
で
き
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

本
書
は
約
三
百
頁
を
四
章
に
分
け
て
い
る
。
「
横
浜
と
近
代
医
学
の
受

け
入
れ
」
・
「
横
浜
の
医
療
史
」
・
「
横
浜
の
医
療
と
市
立
大
学
」
・
「
医
学

史
紹
介
ｌ
横
浜
の
医
学
史
を
知
る
た
め
に
」
の
各
章
で
あ
る
。

日
本
第
二
の
都
市
と
し
て
今
も
日
々
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
横
浜
市

が
、
医
学
を
含
む
日
本
文
明
史
の
上
で
過
去
に
迎
え
た
第
一
の
ピ
ー
ク

が
、
開
港
後
の
一
時
期
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
こ
の
意

味
で
総
頁
数
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
第
一
章
「
横
浜
と
近
代
医
学

の
受
け
入
れ
」
が
先
ず
最
も
注
意
を
惹
く
が
、
こ
こ
は
「
へ
ボ
ン
を
中

心
に
」
（
大
滝
紀
雄
）
・
「
シ
モ
ン
ズ
ー
横
浜
近
代
医
学
の
先
駆
者
」
（
荒

井
保
男
）
・
「
英
国
医
学
の
教
師
ｌ
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
と
横
浜
」

（
中
西
淳
朗
）
・
「
幕
末
・
明
治
初
期
の
感
染
症
対
策
ｌ
ジ
ョ
ー
ジ
。
Ｂ
・

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
二
大
事
業
」
（
深
瀬
泰
旦
）
・
「
開
港
期
の
日
本
を
愛
し
た

医
師
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
」
（
衣
笠
昭
）
・
「
近
代
歯
科
医
学
と
横
浜
」
（
岡
田

敏
）
・
弓
横
浜
医
史
跡
め
ぐ
り
』
を
編
纂
し
て
」
（
井
出
研
）
で
構
成
さ

れ
て
い
る
〔
以
下
も
含
め
て
括
弧
内
敬
称
略
〕
。

各
項
の
内
容
に
は
最
新
の
研
究
成
果
を
盛
っ
た
箇
所
も
見
受
け
ら

れ
、
興
味
深
く
読
み
通
せ
る
。
た
だ
、
記
述
の
精
粗
が
一
様
で
な
い
恨

み
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
は
望
蜀
の
言
と
い
う
も
の
で
あ
る

》
《
，
／
○

「
横
浜
の
医
療
史
」
の
章
（
約
五
○
頁
）
は
伝
染
病
発
生
例
・
防
疫
・

看
護
・
放
射
線
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
時
任
直
人
・
杉
田
暉
道
・
吉
川
幸
子
・

田
中
利
彦
の
諸
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
横
浜
の
医
療

と
市
立
大
学
」
の
章
（
約
四
○
頁
）
は
「
十
全
病
院
」
（
大
滝
紀
雄
）
・
「
医

学
部
の
歩
み
」
（
三
杉
和
章
）
か
ら
成
る
。

本
書
の
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
点
の
一
つ
は
、
「
横
浜
の
医
学
史
を
知
る
た

め
に
」
と
い
う
副
題
を
持
っ
た
「
医
学
史
紹
介
」
が
一
般
読
者
の
予
備

知
識
の
た
め
に
、
し
か
も
終
章
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
日
本
の
医
学
」
（
蔵
方
宏
昌
）
・
「
知
っ
て
ほ
し
い
西
洋
医
学
の
歴
史
」

（
大
村
敏
郎
）
・
「
中
国
・
ア
ジ
ア
の
医
学
」
（
杉
田
暉
道
）
・
「
ア
メ
リ
カ
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医
学
史
瞥
見
」
（
大
島
智
夫
）
と
い
う
分
担
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

が
二
○
頁
ず
つ
と
い
う
、
こ
れ
は
正
に
「
力
わ
ざ
」
と
い
う
ほ
か
あ
る

ま
い
が
、
ベ
テ
ラ
ン
諸
家
が
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
な
し
て
お
い
で
で
あ
る
。

な
お
、
付
章
と
し
て
三
○
頁
近
い
「
わ
が
国
に
お
け
る
医
学
資
料
館
」

（
井
出
研
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
横
浜
市
立
大
医
学
部
同
窓
会
関
係
者
の
間

で
「
横
浜
医
学
資
料
館
」
の
構
想
が
あ
っ
て
調
査
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
、
不
完
全
と
断
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
分
類
紹
介
は
極
め
て
有
益

な
資
料
で
あ
り
、
担
当
者
の
労
を
多
と
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
本
書
の
先
行
害
と
し
て
は
、
今
回
の
執
筆
者
の
一
人
で

も
あ
る
大
滝
紀
雄
氏
が
一
九
八
三
年
に
本
学
会
の
学
術
大
会
を
主
宰
さ

れ
た
際
の
大
会
長
講
演
を
拡
大
し
て
編
述
さ
れ
た
『
か
な
が
わ
の
医
療

史
探
訪
」
二
七
六
頁
、
同
年
、
秋
山
書
房
）
が
あ
る
。
題
名
が
示
唆
す
る

通
り
脚
も
充
分
に
駆
使
し
て
伸
び
伸
び
と
執
筆
さ
れ
た
ま
こ
と
に
好
も

し
い
一
冊
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
絶
版
に
な
っ
て
久
し
い
。

そ
れ
だ
け
に
価
格
的
に
も
入
手
し
易
い
形
で
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
版
元
が
一
般
出
版
社
と
は
異
な
る

の
で
、
編
者
の
一
人
で
あ
る
杉
田
氏
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の

販
売
店
を
わ
ざ
わ
ざ
調
査
し
て
ご
教
示
頂
い
た
。
い
ず
れ
も
定
価
は
送

料
込
み
と
の
こ
と
で
あ
る
。

◇
横
浜
市
大
生
活
協
同
組
合
（
〒
二
三
六
’
○
○
二
七
・
横
浜
市
金
沢
区

瀬
戸
二
二
’
二
・
電
話
○
四
五
’
七
八
六
’
○
一
九
九
・
代
表
）

◇
横
浜
市
役
所
内
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
二
三
一
’
○
○
一
七
・
同

市
中
区
港
町
一
’
一
・
電
話
○
四
五
’
六
七
一
’
一
二
二
一
）

◇
横
浜
総
合
医
学
振
興
財
団
（
〒
二
三
六
’
○
○
○
四
・
同
市
金
沢
区
福

浦
三
’
九
・
電
話
○
四
五
’
七
八
八
’
八
六
三
五
）

（
三
輪
卓
爾
）

〔
発
行
唖
横
浜
市
立
大
学
一
般
教
育
委
員
会
発
行
元
伽
横
浜
市
立
大
学

教
養
部
事
務
室
〒
二
三
六
’
○
○
二
七
・
横
浜
市
金
沢
区
瀬
戸
二
二

’
二
、
電
話
○
四
五
’
七
八
七
’
二
○
五
五
、
一
九
九
七
年
八
月
、
Ａ

５
版
三
○
四
頁
、
一
五
○
○
円
〕

森
納
著

『
歯
の
民
俗
ｌ
民
間
信
仰
・
俗
信
。
く
す
り
ｌ

歯
の
神
様
・
仏
様
あ
ご
な
し
地
蔵
』

こ
の
本
は
郷
土
史
の
研
究
か
ら
民
俗
学
に
興
味
を
持
っ
た
著
者
が
、

少
年
の
頃
の
体
験
か
ら
ふ
と
〃
歯
痛
に
対
す
る
俗
信
、
迷
信
が
多
く
生

ま
れ
、
身
近
な
地
蔵
や
薬
師
如
来
な
ど
が
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
た

の
に
、
そ
れ
が
急
速
に
衰
退
し
た
の
は
何
故
か
〃
と
立
ち
止
ま
っ
た
所

か
ら
出
発
し
て
、
そ
れ
を
手
堅
い
民
俗
学
の
基
本
的
な
手
法
で
追
い
つ

め
て
書
い
た
本
で
あ
る
。
本
当
は
そ
の
面
で
は
全
く
の
素
人
の
私
な
ど

が
紹
介
す
る
な
ど
と
言
う
の
は
少
し
気
が
引
け
る
く
ら
い
が
っ
ち
り
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
承
知
で
敢
え
て
紹
介
す
る
。

先
ず
こ
の
本
は
全
部
で
二
二
五
の
〃
歯
の
神
様
〃
、
〃
歯
の
仏
様
（
地
蔵

さ
ま
、
薬
師
如
来
、
観
音
菩
薩
、
人
）
〃
、
〃
そ
の
他
の
歯
痛
信
仰
〃
、
〃
首
か

ら
上
の
病
気
祈
願
〃
、
〃
諸
病
平
癒
祈
願
の
神
仏
″
の
実
物
に
つ
い
て
、

北
は
岩
手
県
か
ら
南
は
熊
本
県
ま
で
に
亙
っ
て
実
際
に
著
者
が
足
で
確

か
め
て
誌
し
て
い
る
。

机
の
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
集
め
た
情
報
と
は
違
っ
て
、
総
て
の
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